
研究概要

今後の展開

コナカイガラムシ類の総合的防除体系
（D12）

（高知県農業技術センター）米津聡浩、下八川裕司、古味一洋

天敵利用条件下で大きな問題となるナスコナカイガラムシやマデイラコナカイガ
ラムシ等のコナカイガラムシ類について、有効な化学的防除法、生物的防除法を
明らかにし、それらを組み合わせた総合的防除体系を開発した。

コナカイガラムシ類が発生する他の品目へ応用、普及を図る。
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栽培終了時キルパー処理

・次作へ持ち越すコナカイガラムシ類

の密度を下げる。

バンカー準備

・ソルガム・ムギ播種

(直播き/プランター)

・アブラムシの入手
(野外で採取/アフィバンク等の購入)

密度上昇時の薬剤散布
・上昇したコナカイガラムシ類の

密度を下げる。

落葉した葉や寄生葉の除去・持ち出し
※薬剤散布前に合わせて行うことで再発の防止に！！

ヒメカメノコテントウ放飼

・200~400頭/10a放飼

前作から生き残った

コナカイガラムシ類の密度上昇を抑える。

バンカープランツ更新
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アブラムシ類

ピーマン バンカー

現地ピーマン施設における総合的防除体系実証試験の結果
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総合的防除体系

総合的防除体系によって、コナカイガラムシ類密度を低く抑えることが出来た

：ヒメカメノコ放飼


